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農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

農業経営改善計画認定申請書について 

農地法第３条の３第１項の規定による届出について 

農地法第５条第１項第６号の規定による届出について 

生産緑地のあっせん願いについて 

農地を農業用施設に使用する届出書について 
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（１５：００） 
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本日は１０名の委員さんにご出席いただきました。定足数

に達しておりますので、只今より令和５年第１０回農業委員

会を開催させていただきます。 

それでは、会長より挨拶をいただいた後、議事の取り回し

をお願いいたします。 

（挨拶） 

議案に入る前に本日の議事録署名者は､８番の山本裕子 

委員と９番の萩野淑子委員の両名ですのでお願いいたしま

す。本日の会議に傍聴の申し出はございますか。 

本日の会議には１名の傍聴の申し出がございました。 

何かご意見はございますか。 

（全員異議なし） 

それでは傍聴者をお通しください。 

（傍聴者入室） 

傍聴者につきましては、発言や定められた場所以外への移

動は控え、議長の指示に従うようお願いいたします。 

それでは議案第１号「農地法第３条第１項の規定による許

可申請について」を議題とします。事務局から説明をお願い

します。 

「農地法第３条の許可」についてですが、農地を農地とし

て利用するために、売買・賃借等による権利を移転したり設

定したりする際には農業委員会の許可が必要になります。 

それでは、番号１１番の申請者による農地の取得について

説明します。 

場所につきましては２ページの地図をご覧ください。 

申請地は、見切れていますが、相野山小学校から南に約３

６０ｍに位置する農地で、登記地目、現況地目は田で面積は

１，３９４㎡です。 

申請者は北新町相野山にお住まいで、年齢は８１歳です。 

申請地は、申請者が現在営農している農地の隣接地であり、

営農地を拡大するために申請に至ったものです。 

申請者は現在、年間２００日農作業に従事しており、農作

業暦は３０年です。 

また、世帯員の従事状況は、申請者の妻が１００日、息子

が３０日です。 

農業用機械の所有状況は、草刈機３台、軽トラ１台を所有
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しています。 

申請地では引き続き水稲を予定しております。 

年齢は８１歳ですが、高齢者所得理由書により、健康状態

は良好で、耕作への意欲があることが確認出来ています。 

農地法第３条第２項第１号から第６号の許可できない項目

に該当するかどうかについて、申請書、現地調査、当事者に

対する調査の結果、特段支障ございません。 

続きまして、番号１２番の申請者による農地の取得につい

て説明します。 

場所につきましては、３ページの地図をご覧ください。 

申請地は、中部電力日進変電所から西に約１００ｍに位置

する農地で、２筆とも登記地目、現況地目は畑で、面積は２

筆合計で２，９８２㎡です。 

申請者は赤池町西組にお住まいで、年齢は７９歳です。 

申請者は日進市の認定農業者であり、日進市と豊田市にて

ぶどうの栽培をしており、営農地の拡大をするため申請に至

ったものです。 

現在、年間３００日農作業に従事しており、農作業歴は６

０年で、所有する日進市と豊田市の農地は適正に管理されて

おります。 

農業用機械は、トラクター１台、軽トラック１台、普通自

動車３台、消毒器１台、草刈機１台、運搬車１台を所有して

います。 

申請地ではぶどうの栽培を予定しております。 

農地法第３条第２項第１号から第６号の許可できない項目

に該当するかどうかについて、申請書、現地調査、当事者に

対する調査の結果、特段支障ございません。 

議案第１号の案件について、説明が終わりましたが、何か

ご意見・ご質問等はございますか。 

１１番の方は大丈夫なのか。世帯員の息子が耕作をしてい

るのを見たことがない。南の畑も農地のようになってない。

その辺を確認した方がいいと思う。 

申請書等で３条の取得要件を満たしている。今後の耕作状

況については農業委員会で確認していきます。 

所有している農地はどこか。耕作しているのか。 

北側の田、南側の畑を所有しています。現地調査で耕作し
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ていることを確認しています。 

他に、ご意見・ご質問もないようですので、採決を取りた

いと思います。 

議案第１号「農地法第３条第１項の規定による許可申請に

ついて」賛成の方は、挙手をお願いします。 

（全員挙手） 

全員賛成ということで、議案第１号については、原案のと

おり可決とします。 

続きまして、議案第２号「農地法第５条第１項の規定によ

る許可申請について」を議題とします。 

なお、番号２４番については、委員の自己案件となります

ので、農業委員会等に関する法律第３１条に「自己又は同居

の親族もしくはその配偶者に関する事項についてはその議事

に参与することができない」とあるため、該当の委員には、

自己の案件の審議の際に退席をお願いいたします。それでは、

事務局から説明をお願いします。 

 農地法５条では、市街化を抑制すべき区域である市街化調

整区域の農地を住宅や駐車場等農地以外のものに転用する目

的で、所有権等の土地の権利の設定・移転をする場合には、

農業委員会を経由して都道府県知事の許可が必要となってい

ます。 

それでは、議案第２号の２１番の案件について説明します。 

場所につきましては、６ページの地図をご覧ください。黒

で塗りつぶしている箇所が申請地で、日進市立図書館から南

東に約２００ｍの位置に所在し、登記地目は田・現況は山林

で面積は２筆合計で２３７㎡です。 

申請者は、灰色で塗りつぶしている箇所で、造園業を営ん

でいます。 

現在、岩崎町小林地内に資材置場を借りておりますが、借

りている資材置場周辺は、人通りが少ない時間があり防犯的

に不安であったり、置場が不足していることにより各種資材

を本店玄関前に積み上げて置いている状況があります。 

資材を置くスペースを充分に確保でき、目の届く本店から

近い場所で、資材置場を探していたところ、所有者より資材

置場として利用する承諾を得ることができたため申請に至っ

たものです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農地法第５条第２項第１号の農地区分については、原則転

用可能である３種農地と判断されますので支障ありません。 

排水については、雨水は申請地北側に集水し自然浸透とし、

小段により周辺への流出を防止する計画となっています。雑

排水は発生しません。 

一般基準の農地法第５条第２項第３号から６号についての

各要件については、事務局で確認し支障ありません。 

続きまして、２２番の案件について説明します。場所につ

きましては７ページの地図をご覧ください。 

黒で塗りつぶしている箇所が申請地で、南小学校の北側に

所在し、登記地目は畑と雑種地、現況地目は畑と山林で面積

は６筆合計で８,２４４㎡です。 

濃い灰色で塗りつぶしている箇所は、開発の一体利用地で

はありますが、農地ではありません。 

申請法人は、申請地に隣接する工場において、溶接関連の

制御機器、工作機器の開発・製造・販売を行っています。 

申請者が製造している製品を製造・販売する会社が少なく、

依頼が国内外メーカーを問わず毎年増え続けており、作業の

効率化を図る為にも、新設工場が必要となっております。 

今般、既存の工場の隣接地に新設の工場を建設し、効率的

な作業工程を実現するため申請に至ったものです。 

農地法第５条第２項第１号の農地区分について、笠寺山の

１筆については第３種農地であり、第３種農地は原則転用許

可であるので、立地基準は支障ありません。その他の筆につ

いては、申請地近辺に代替する土地がなければ転用可能であ

る２種農地と判断されますので支障ありません。 

排水については、汚水は浄化槽で処理し、雨水とともに申

請地東の県道側と南側の側溝へ放流するため周辺農地に対す

る影響もないと思われます。 

一般基準の農地法第５条第２項第３号から６号についての 

各要件については、事務局で確認し支障ありません。 

続きまして、２３番の案件について説明します。場所につ

きましては８ページの地図をご覧ください。 

黒で塗りつぶしている箇所が申請地で、日進市役所から北

に約２６０ｍの位置に所在し、地目、現況ともに畑で面積は

２５１㎡です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請者は現在本郷町古郷に居住しておりますが、近々結婚

を控えており、今後の家族計画を考え戸建て住宅の建築を計

画しました。 

申請者と両親に所有する土地はなく、祖母に相談したとこ

ろ申請地を使用しても良いという承諾を得ることができ、実

家から近く子育ての環境も良いためやむを得ず申請地を選定

したものになります。 

農地法第５条第２項第１号の農地区分については、原則転

用可能である３種農地と判断されますので支障ありません。 

排水については、汚水は浄化槽で処理した後、雨水ととも

に申請地南側の側溝へ放流するため周辺農地に対する影響も

ないと思われます。 

一般基準の農地法第５条第２項第３号から６号についての

各要件については、事務局で確認し支障ありません。 

続きまして、２４番の案件について説明します。場所につ

きましては９ページの地図をご覧ください。 

申請地は日進西中学校から南に約２００メートルの位置に

所在し、地目は田、現況地目は田で面積は１３３２㎡です。 

黒で塗りつぶしている箇所が申請地で、灰色で塗りつぶし

ている箇所が一体利用地であります。 

こちらは令和５年５月の農業委員会で農振除外のご審議を

いただいた案件で、現在除外手続き中であります。 

申請法人は、昭和４１年に会社設立をして、岩崎町大塚の

自宅に本店事務所をかまえ、貨物自動車運送事業を営んでい

ます。 

会社の倉庫と車庫については、平成１５年に県道岩藤名古

屋線の道路用地収用事業により、現在の浅田町の土地に移転

となり今に至っております。 

申請法人は、一般配送の他、住宅建材や資材の配送に力を

入れており、更なる建設分野での配送の拡大を図るため、足

場等の仮設資材を自社確保し運送する事業を計画していま

す。 

仮設資材の置場の確保を目的として、大型車両の転回スペ

ースが確保でき、かつ事業用敷地と一体的に利用できる隣接

地が最適地であることから、当該地を選定したものになりま

す。 
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農地法第５条第２項第１号の農地区分については、原則転

用可能である３種農地と判断されますので支障ありません。 

排水については、雨水は自然浸透する計画とし、外周部には

土を盛り、土砂の流出を防ぐ計画となっております。 

一般基準の農地法第５条第２項第３号から６号についての

各要件については、事務局で確認し支障ありません。 

議案第２号について、説明が終わりましたが、番号２４番

を除いた案件についてご意見・ご質問等はございますか。 

２２番は９０００㎡以上の造成だが、切土盛土は発生する

か。搬出はあるか。 

申請書上では確認出来ない。現地は低いので盛土による搬

入が多いのではと思われる。 

調整池はあるか。 

申請書上では確認できない。周辺の農地への排水はないが、 

側溝への排水が調整池を経由するかは分かりません。 

今後、その辺りも教えて欲しい。 

溶接関連の工場だが、騒音は大丈夫か。学校もある。 

新工場は学校から離れているが、騒音については農業委員

会で是非を判断できません。 

どういった製品を扱う工場か。 

溶接の電極の研磨刀・研磨機等の工場です。 

メッキなどか。有害物質の流出は大丈夫か。 

農地への排水の流出はありませんが、有害物質だとしたら

環境部局での対応と思われます。 

建屋は平家か。 

二階建てです。 

他にご意見・ご質問もないようですので、採決を取りたい

と思います。 

議案第２号「農地法第５条第１項の規定による許可申請に

ついて」の内、２４番を除く案件について賛成の方は、挙手

をお願いします。 

（全員挙手） 

全員賛成ということで、議案第２号２１番から２３番につ

いては、原案のとおり可決とします。 

続けて審議を進めます。整理番号２４番については、自己

案件でありますので、該当委員は一時ご退席願います。 
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（委員 退室） 

議案第２号の内、整理番号２４番についてご意見ご質問は

ございますか。 

ご意見・ご質問もないようですので、採決を取りたいと思

います。 

議案第２号の内、番号２４番について賛成の方は、挙手を

お願いします。 

（全員挙手） 

全員賛成ということで、議案第２号の内２４番については、

原案のとおり可決とします。 

退室していた委員の入室を許可しますので、入室してくだ

さい。 

（委員 入室） 

全員賛成で可決されましたことを報告します。 

続きまして、議案第３号「農業経営改善計画認定申請書に

ついて」を議題とします。 

事務局から説明をお願いします。 

議案第３号の案件について説明します。 

まず、この「農業経営改善計画」の手続きについて説明し

ます。 

農業経営改善計画の認定とは、農業経営基盤強化促進法第

12 条第 1 項において、「市町村の区域内において農業経営を

営み、又は営もうとする者は、農林水産省令で定めるところ

により、農業経営改善計画を作成し、これを市町村に提出し

て、当該計画が適当である旨の認定を受けることができる」

とされています。    

この認定をうけることにより、「認定農業者」になることが

できます。 

そして、この認定にあたっては、前述の基盤強化法第 12

条第 5 項に「同意市町村は、第一項の認定の申請があった場

合において、その農業経営改善計画が次に掲げる要件に該当

するものであると認めるときは、その認定をするものとする」

とあります。次に掲げる要件とは、「①基本構想に照らし適切

なものであること②農用地の効率的かつ総合的な利用を図る

ために適切なものであること③その他農林水産省令で定める

基準に適合するものであること」であります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、日進市が認定をする経営改善計画について、農業

委員会の意見を聴取するものになります。 

今回は、１件、新規で計画書の提出がありましたので、説

明いたします。 

申請法人は、代表が平成２４年に農地を借り受けてから、

経営規模を拡大し、旧「人・農地プラン」では、藤島地区の

中心経営体の一つであり、現在の経営状況は、藤島町と北新

町を中心に水稲やキクラゲ等で、約１．６ha の農地を経営し

ています。 

今後の更なる経営の改善と、その設備投資の際の補助金の

活用も視野にいれて、今回、認定の申請に至ったものです。 

それでは、計画の内容について簡単に説明いたします。 

１０ページになります。申請法人は、藤島町平子に所在し

ています。①農業経営体の営農活動の現状及び目標ですが、

（１）の営農類型は、これまでの稲作中心に加え、今後は、

ブルーベリーとマンゴーの生産も行う複合的経営になりま

す。（２）の農業経営の現状及びその改善に関する目標ですが、

新たな品種に取り組むことで年間所得４００万円を目標に設

定しています。労働時間も新たな品種に取り組むこともある

為、現状より増える見込みで、目標では１８００時間に設定

しています。②農業経営の規模拡大に関する現状及び目標で

すが、水稲は現状を維持し、現状の敷地内で、キクラゲ・椎

茸・ブルーベリー・マンゴーの規模拡大を進めることとして

います。 

続きまして、１１ページの中段の③ですが、マンゴーにつ

いてですが、ビニールハウス内の温度管理が課題であり、暖

房設備の導入し、生産性の向上を目指しております。中段の

④ですが、今後、マンゴー・ブルーベリーといった新たな品

種に取り組み、新たな販路拡大や加工品を販売し、安定した

経営管理を目指すこととしています。中段の⑤ですが、現在

２名の雇用者と１名のアルバイトがいますが、役割分担が明

確でないので、今後は就業規則等を整備していくこととして

います。 

マンゴーとブルーベリーについては、新規で始めることか

ら、未知数な部分もありますが、市としても可能な範囲で支

援をしていくつもりであります。 
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また、代表者が高齢ではありますが、後継者として娘婿が

加わり、今後も法人として、農業を続けていくとのことであ

る為、認定に支障はないと判断いたしました。 

以上の計画書の内容と日進市の基本構想に照らし、適切な

ものと判断され、今後もさらなる成長と規模拡大が期待でき

ると考えており、認定農業者に認定することに支障はないも

のと思われます。 

以上になります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議案第３号について、説明が終わりましたが、何かご意見・

ご質問等はございますか。 

女性のパートは見たことがあるが、後を継がれる娘婿は見

たことがない。きっちりやれるかおさえたほうがいいかなと。   

また、隣の田んぼを所有しており、土を入れている。雨が

降れば畦畔を超えてくる。雨水対策はどうなるのかなと 

土を入れた部分については、周囲に影響がないよう是正の

指導をしていきます。 

他に、ご意見・ご質問もないようですので、採決を取りた

いと思います。 

議案第３号「農業経営改善計画認定申請書について」賛成

の方は、挙手をお願いします 

（全員挙手） 

全員賛成ということで、議案第３号については、原案のと

おり可決とします。 

続きまして、専決について、事務局より報告を願います。 

（専決について一括で報告） 

専決１号 ３条届出  １０件 

専決２号 ５条届出  ６件 

専決について、何かご意見・ご質問等はございますか。 

相続人が市外の方の場合どのような指導をしている。 

届出の添付書類で今後の方針を回答してもらっている。 

また、土地によっては利用権設定を促している。 

登記が農地、現況が宅地の土地についてはどう捉えている

か。 

過去に転用の手続きをしているが登記を変えていない等の

ケースがある。３条の届出において、何かしらの対応はして

いません。 



事務局 

 

委員 

事務局 

 

議長 

 

 

事務局 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

議長 

 

 

（１５：５５） 

誰が書類を作成するのか。 

分かりません。死亡の手続きの中で、届出の提出を周知し

ている。 

将来、現況証明となるのか。 

そうなるものもある。転用後は、地目変更登記をしてもら

いたい。 

他にご意見・ご質問等がないようですので、専決について

は、終わります。 

続きまして、その他について事務局より報告お願いします。 

（その他について一括で報告） 

・生産緑地のあっせん願いについて 

・農地を農業用施設に使用する届出書について 

その他について、何かご意見・ご質問等はございますか。 

ご意見・ご質問等がないようですので、その他については

終わります。 

事務局よりその他事務連絡などがありましたら、お願いし

ます。 

（事務連絡） 

来月の農業委員会 

・（１１月２７日 午後３時 本庁舎４階第１会議室） 

・活動記録について 

・視察研修について 

それでは、これをもちまして、令和５年第１０回農業委員

会を終了させていただきます。 

長時間、ご審議いただきまして誠にありがとうございまし

た。 

 

 

 

 


